
歳
月
の
経
つ
の
は
文
字
通
り
早
い
も
の
で
、
私
も
近
く
傘
寿
の
賀
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
振
り
か
え
る
と
、
恩
師
や
学
恩
を

受
け
た
人
た
ち
は
す
で
に
逝
か
れ
、
同
窓
学
友
の
多
く
も
世
を
去
っ
て
し
ま
い
、
と
も
に
語
る
人
の
少
な
く
な
っ
た
こ
と
は
淋
し
い
限
り
で
あ

る
。
し
か
し
、
私
は
幸
い
健
康
に
恵
ま
れ
、
今
日
で
も
学
問
の
世
界
に
ひ
た
り
、
ま
た
。
ヘ
ン
を
執
っ
て
原
稿
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ま

こ
と
に
幸
運
な
人
生
だ
と
喜
ん
で
い
る
。

私
は
、
あ
ま
り
意
味
も
な
く
医
学
の
道
に
入
り
医
師
と
な
っ
た
が
、
学
生
時
代
に
古
本
屋
で
小
川
剣
三
郎
著
『
稿
本
日
本
眼
科
小
史
』
（
明

治
三
十
七
年
）
を
購
入
し
た
。
こ
の
書
を
ひ
も
と
い
て
み
て
、
日
本
人
が
失
明
と
闘
っ
た
歴
史
が
ず
い
ぶ
ん
長
い
こ
と
を
知
り
、
そ
の
医
学
の

源
流
が
中
国
や
イ
ン
ド
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
後
、
富
士
川
瀞
著
『
日
本
眼
科
略
史
』
（
明
治
三
十
二
年
）
も
読
ん
だ
。

昭
和
十
年
、
当
時
の
大
阪
帝
大
医
学
部
を
卒
業
し
て
、
中
村
文
平
教
授
の
眼
科
学
教
室
に
入
っ
て
医
学
研
修
の
一
歩
を
踏
承
出
し
た
。
こ
の

頃
、
余
暇
に
図
書
室
で
ユ
リ
ウ
ス
・
ヒ
ル
シ
ュ
ベ
ル
ク
旨
冒
唖
閏
勗
。
ｇ
の
侭
（
一
八
四
三
’
一
九
二
五
）
著
『
世
界
眼
科
史
』
を
見
出
し
て
読

そ
し
て
、
個
人
で
全
世
界
の
眼
科
史
を
書
き
あ
げ
た
彼
の
絶
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
感
歎
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
眼
科
史
を
書
き
あ
げ
た
ヒ

ル
シ
ュ
ベ
ル
ク
氏
史
料
蔵
書
の
大
部
分
が
東
京
大
学
図
書
館
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
私
は
再
び
驚
い
た
。
こ
の
世
界
羨
望
の
的
で
あ
る
貴
重

な
史
料
が
日
本
に
あ
る
理
由
は
、
大
正
十
年
、
東
大
名
誉
教
授
河
本
重
次
郎
先
生
が
ド
イ
ツ
の
ヒ
ル
シ
ュ
、
ヘ
ル
ク
氏
か
ら
購
入
し
、
こ
れ
を
東

み
ふ
け
っ
た
。

医
史
学
と
私
ｌ
日
本
眼
科
学
史
研
究
の
回
顧
Ｉ

福
島
義
一

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
六
巻
第
三
号

平
成
二
年
七
月
三
十
日
発
行
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大
へ
寄
贈
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
河
本
文
庫
と
呼
ぶ
）
。

そ
れ
か
ら
、
昭
和
五
年
、
当
時
の
千
葉
大
学
医
学
部
教
授
伊
東
彌
恵
治
先
生
が
、
ド
イ
ツ
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
大
学
医
学
部
眼
科
学
教
授
ザ
ッ

ト
レ
ル
（
ｒ
己
①
曙
）
父
子
旧
蔵
の
眼
科
学
関
係
図
書
約
一
万
冊
を
購
入
し
て
千
葉
大
学
医
学
部
の
所
蔵
に
帰
し
、
ま
た
、
東
洋
医
学
関
係
の
古

医
書
約
五
千
冊
を
、
付
属
東
洋
医
学
研
究
室
に
集
め
ら
れ
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
と
、
当
時
わ
が
国
に
は
か
な
り
多
く
の
眼
科
史
料
が
集
ま
っ
て
い
た
が
、
史
料
と
し
て
探
査
研
究
す
る
人
は

こ
れ
に
気
付
い
た
私
は
、
こ
の
宝
の
山
に
入
り
、
眼
科
史
を
専
攻
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
こ
の
宝
庫
は
私
を
近
づ
け
な
か
っ
た
。
ギ
リ
シ

ア
・
ラ
テ
ン
・
蘭
・
独
・
仏
・
英
。
中
国
各
国
語
が
読
め
な
け
れ
ば
、
史
料
の
冠
題
す
ら
わ
か
ら
な
い
。

前
記
河
本
文
庫
も
、
目
録
と
実
在
書
と
を
照
合
し
て
承
る
と
、
か
な
り
違
っ
て
い
た
。
目
録
に
あ
っ
て
も
、
欠
け
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な

い
。
貴
重
史
料
を
抜
い
て
送
っ
て
来
た
疑
い
も
あ
る
。
幸
い
、
千
葉
大
学
所
蔵
史
料
は
、
伊
東
先
生
の
特
別
な
知
遇
を
得
て
い
た
こ
と
と
、
先

生
の
後
継
者
と
な
ら
れ
た
鈴
木
宜
民
名
誉
教
授
（
当
時
助
教
授
）
が
中
国
眼
科
史
を
研
究
さ
れ
て
い
て
、
私
と
は
同
学
の
関
係
に
あ
っ
た
の

で
、
眼
科
史
研
究
に
は
た
い
へ
ん
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
。

私
は
、
初
め
は
、
江
戸
時
代
の
日
本
眼
科
を
代
表
し
た
名
古
屋
の
馬
嶋
流
眼
科
を
調
べ
、
続
い
て
、
「
白
内
障
を
め
ぐ
る
東
西
交
流
史
」
へ

と
進
み
、
さ
ら
に
、
「
散
瞳
薬
が
日
本
へ
来
た
道
」
へ
と
研
究
を
続
け
て
行
っ
た
。

私
は
、
長
く
大
阪
府
に
在
住
し
て
い
た
の
で
、
中
野
操
先
生
の
杏
林
温
故
会
に
は
創
立
当
初
か
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
わ
が
国
で

は
、
官
職
を
離
れ
た
個
人
が
学
問
を
研
究
す
る
こ
と
が
如
何
に
困
難
な
事
業
で
あ
る
か
、
中
野
先
生
の
御
生
涯
を
し
の
ん
で
痛
感
す
る
も
の
で

非
常
に
少
な
か
っ
た
。

は
、
｛

上
の
Ｚ
》
０

前
述
『
稿
本
日
本
眼
科
小
史
』
の
著
者
小
川
剣
三
郎
先
生
の
女
婿
黒
沢
潤
三
先
生
か
ら
依
頼
さ
れ
て
、
先
生
が
主
幹
さ
れ
て
い
た
『
実
験
眼

科
雑
誌
』
に
眼
科
史
に
関
す
る
雑
文
を
連
載
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
主
と
し
て
、
ヒ
ル
シ
ュ
、
ヘ
ル
ク
氏
眼
科
史
原
著
を
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
抄
訳
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こ
の
害
は
、
良
斎
が
長
崎
留
学
時
代
に
關
書
か
ら
和
訳
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
原
典
は
、
宕
冒
冒
昌
少
侭
匡
駕
昌
言
９
画
ロ
ロ
（
弓
忌
ｌ

届
き
）
《
序
胃
冒
呂
具
○
胃
．
翻
巨
ぐ
。
号
曽
掲
の
昌
巨
・
印
・
葛
．
胃
君
園
狩
（
畠
８
１
届
ｇ
）
で
あ
る
。
そ
の
チ
ッ
ト
マ
ン
は
、
一
七
七
四
年
ハ
ノ
ー

ヴ
ァ
ー
の
ビ
ュ
ー
ラ
と
い
う
と
こ
ろ
で
生
ま
れ
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
大
学
で
医
学
を
修
め
、
外
科
医
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
。
若
干
の
著
述
が
あ

る
が
、
ド
イ
ツ
語
で
書
い
た
前
記
外
科
学
教
科
書
は
も
っ
と
も
ひ
ろ
く
読
ま
れ
、
そ
の
蘭
訳
本
が
長
崎
へ
舶
来
さ
れ
、
良
斎
が
本
書
の
中
か
ら

眼
科
に
関
す
る
部
分
を
訳
述
し
た
の
が
『
眼
科
必
読
』
で
あ
る
。

昭
和
十
九
年
に
な
っ
て
、
私
は
、
新
設
の
県
立
徳
島
医
学
専
門
学
校
へ
赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
大
阪
を
離
れ
た
。

出
発
に
あ
た
り
、
恩
師
宇
山
安
夫
（
阪
大
名
誉
教
授
）
先
生
か
ら
、
先
生
が
阿
波
徳
島
の
御
出
身
で
、
こ
の
地
は
古
く
は
高
良
斎
、
明
治
時

代
で
は
井
上
達
也
先
生
そ
の
他
多
数
の
銀
海
巨
星
が
輩
出
し
た
土
地
柄
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
教
授
に
、
研
究
の
余
暇
に
は
、
是
非
阿
波

の
眼
科
人
物
誌
も
調
べ
て
く
る
よ
う
申
し
渡
さ
れ
て
、
徳
島
の
地
を
踏
ん
だ
。

さ
て
、
徳
島
の
学
校
へ
着
任
し
て
、
ま
ず
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
高
弟
蘭
学
者
高
良
斎
（
一
七
九
九
’
一
八
四
六
）
先
生
の
事
蹟
か
ら
調
査
に
着

手
し
た
。
徳
島
市
寺
町
本
覚
寺
境
内
で
そ
の
墓
碑
を
見
つ
け
た
が
、
御
子
孫
は
在
住
せ
ず
、
図
書
館
に
も
遺
品
遺
著
は
何
ひ
と
つ
保
管
さ
れ
て

い
な
い
。
県
民
の
関
心
は
ま
っ
た
く
無
い
有
様
で
あ
っ
た
。
終
戦
後
、
本
覚
寺
住
職
か
ら
、
九
州
福
岡
市
に
そ
の
御
子
孫
が
お
ら
れ
る
こ
と
を

教
え
ら
れ
、
す
ぐ
良
斎
先
生
の
遺
品
、
遺
著
に
つ
い
て
問
合
わ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
方
は
医
学
博
士
高
太
郎
先
生
で
、
私
と
同
じ
く
眼
科

医
で
あ
っ
た
の
で
、
非
常
に
親
切
に
御
高
配
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

現
在
、
高
家
に
は
、
良
斎
旧
蔵
眼
球
模
型
一
具
が
伝
わ
る
の
柔
で
あ
る
が
、
他
の
御
子
孫
の
家
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
判
明
氏
名
は

す
べ
て
教
え
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
教
示
を
受
け
て
、
各
家
に
間
合
せ
た
結
果
、
良
斎
史
料
は
数
年
の
う
ち
に
た
く
さ
ん
集
め
る
こ
と
が
で
き

た
（
拙
著
『
阿
波
の
蘭
学
者
』
昭
和
五
十
七
、
参
照
）
。
た
だ
困
っ
た
こ
と
に
は
、
私
が
も
っ
と
も
熱
望
し
て
い
る
訳
著
『
眼
科
必
読
』
が
見

た
（
拙
著
房

つ
か
ら
な
い
。

し
た
も
の
で
あ
る
。
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後
年
こ
の
書
を
入
手
し
て
読
ん
で
み
る
と
、
チ
ッ
ト
マ
ン
の
記
述
の
他
、
師
の
シ
ー
ポ
ル
ト
の
所
説
や
、
良
斎
自
身
の
治
験
例
な
ど
も
多
数

載
っ
て
い
て
、
そ
の
内
容
か
ら
考
え
る
と
良
斎
著
眼
科
学
書
で
、
本
書
を
読
ま
ず
し
て
シ
ー
ポ
ル
ト
時
代
の
日
本
眼
科
は
語
れ
な
い
こ
と
を
確

そ
れ
か
ら
、
多
く
の
日
本
人
が
体
験
し
た
よ
う
に
、
終
戦
後
し
ば
ら
く
学
問
的
空
白
時
代
が
続
い
た
が
、
昭
和
二
十
五
年
頃
か
ら
眼
科
史
研

究
を
再
開
し
た
。
そ
の
動
機
は
、
昭
和
二
年
頃
か
ら
金
原
書
店
が
『
大
日
本
眼
科
全
書
』
、
の
発
刊
を
企
画
し
、
昭
和
八
年
ま
で
に
一
五
冊
を
刊

行
し
た
が
、
そ
の
後
戦
争
で
中
断
し
て
い
た
。
こ
の
頃
に
な
っ
て
『
日
本
眼
科
全
書
全
二
十
六
巻
』
と
改
題
し
て
そ
の
完
結
を
は
か
る
こ
と
に

認
し
た
。

そ
し
て
、
各
項
目
執
筆
者
の
人
選
は
日
本
眼
科
学
会
理
事
会
が
選
定
し
、
来
る
昭
和
三
十
一
年
中
に
発
刊
完
了
と
い
う
こ
と
が
発
表
さ
れ
、

私
は
日
本
眼
科
史
を
執
筆
す
る
よ
う
依
頼
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
時
は
未
だ
戦
災
に
よ
る
復
興
も
十
分
出
来
て
お
ら
ず
、
史
料
の
存
否
、
所
蔵
者
の
住
居
不
明
も
多
く
、
焼
け
残
っ
た
私
蔵
史
料
を
中
心
と

名
古
屋
市
の
馬
嶋
清
則
氏
、
小
樽
市
の
山
賀
勇
氏
、
東
京
都
の
井
上
達
二
氏
、
中
泉
行
正
氏
、
金
沢
市
の
長
岡
博
男
氏
諸
先
生
（
現
在
は
す

べ
て
故
人
）
に
は
、
家
蔵
の
貴
重
な
史
料
を
貸
与
し
て
い
た
だ
き
、
全
国
各
地
の
大
学
の
眼
科
学
主
任
教
授
の
教
室
史
料
提
供
に
よ
っ
て
、
昭

和
二
十
九
年
七
月
二
十
日
発
刊
『
日
本
眼
科
全
書
』
第
一
巻
「
眼
科
史
」
第
一
分
冊
『
日
本
眼
科
史
』
は
で
き
あ
が
っ
た
。
私
は
、
拙
著
の
末

尾
に

な
っ
た
。

し
て
編
纂
に
と
り
か
か
っ
た
。

な
お
、
。
ヘ
ン
を
運
ぶ
中
に
も
、
失
わ
れ
た
多
く
の
史
料
を
惜
し
む
思
い
が
強
か
っ
た
。
と
く
に
、
過
ぎ
に
し
関
東
震
災
と
こ
の
度
び
の

戦
禍
と
は
多
く
の
貴
重
な
史
料
を
淫
減
し
去
り
、
ま
た
、
多
く
の
史
料
所
蔵
家
を
行
方
不
明
に
し
て
し
ま
っ
た
。

な
ん
と
か
し
て
、
現
存
の
日
本
眼
科
史
史
料
で
も
、
こ
れ
を
安
全
な
一
堂
に
蒐
集
保
管
し
て
置
く
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
？

（
た
と
え
ば
、
日
本
眼
科
史
史
料
室
、
出
来
れ
ば
医
史
博
物
館
眼
科
史
室
の
出
現
／
・
）
こ
の
様
な
念
願
を
抱
き
つ
つ
ペ
ン
を
お
く
。
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年
『
眼
科
学
史
の
窓
』
を
刊
行
し
た
。

を
求
め
て
来
訪
さ
れ
る
方
も
い
た
。

こ
の
頃
か
ら
、
日
本
人
医
師
の
多
く
が
海
外
に
新
知
識
を
求
め
て
欧
米
諸
国
へ
留
学
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
人
た
ち
の
中
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
留
学
先
の
大
学
や
研
修
施
設
の
歴
史
を
調
べ
て
行
く
人
も
あ
れ
ば
、
反
対
に
せ
っ
か
く
長
期
間
史
上
有
名
な
施
設
で
研
修
し
な
が
ら
そ

の
歴
史
を
識
ら
ず
に
帰
国
す
る
人
も
い
た
。
ま
た
、
欧
米
学
者
の
中
に
は
、
中
世
日
本
眼
科
の
主
流
を
成
し
た
馬
嶋
流
眼
科
に
つ
い
て
研
究
の

た
め
来
訪
さ
れ
る
人
や
、
ノ
ー
ベ
ル
医
学
賞
は
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
色
覚
検
査
表
の
発
明
者
、
石
原
忍
先
生
§
（
東
大
名
誉
教
授
）
の
事
蹟

昭
和
五
十
年
に
な
っ
て
、
当
時
長
崎
大
学
医
学
部
教
授
高
久
功
先
生
か
ら
、
昭
和
五
十
一
年
日
本
眼
科
学
会
創
立
八
十
周
年
記
念
式
典
を
挙

行
す
る
が
、
そ
の
席
で
日
本
眼
科
学
史
に
関
す
る
記
念
講
演
を
や
っ
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
い
う
依
頼
を
受
け
た
。
翌
年
昭
和
五
十
一
年
三
月

十
三
日
式
典
に
続
い
て
「
日
本
眼
科
学
史
か
ら
観
た
長
崎
、
と
く
に
、
シ
ー
ポ
ル
ト
を
中
心
と
し
て
」
と
題
し
て
記
念
講
演
を
さ
せ
て
い
た
だ

一
九
五
三
一

と
感
想
を
書
い
た
。

い
た
栄
誉
は
忘
れ
難
い
。

私
は
、
前
述
『
日
本
眼
科
史
』
刊
行
後
三
十
余
年
経
っ
た
の
で
、
そ
の
後
発
表
し
た
眼
科
史
関
係
の
論
著
を
と
り
ま
と
め
て
、
昭
和
六
十
二

本
書
の
内
容
は
一
○
項
目
に
分
け
、
Ｉ
で
は
日
本
医
学
の
立
場
か
ら
、
主
と
し
て
各
国
発
行
の
切
手
を
提
示
し
な
が
ら
近
代
眼
科
学
の

成
立
過
程
を
解
説
、
Ⅱ
で
は
散
瞳
薬
を
と
り
あ
げ
て
そ
の
発
見
史
と
日
本
伝
来
過
程
を
述
べ
、
Ⅲ
で
は
日
本
に
お
け
る
白
内
障
の
研
究
史

を
概
述
、
Ⅳ
で
は
わ
が
中
世
眼
科
を
代
表
す
る
馬
嶋
流
眼
科
の
成
立
過
程
と
そ
の
内
容
を
詳
述
、
Ｖ
で
は
過
去
に
恐
れ
ら
れ
た
風
眼
に
つ

い
て
中
国
医
学
と
日
本
医
学
両
立
場
か
ら
文
献
的
検
討
を
加
え
、
Ⅵ
眼
鏡
の
発
明
と
そ
の
日
本
伝
来
過
程
、
Ⅶ
、
Ⅷ
は
日
本
眼
科
史
の
立

場
か
ら
シ
ー
ボ
ル
ト
業
績
の
検
討
、
Ⅸ
は
私
の
身
近
か
に
史
蹟
の
あ
る
人
物
の
評
伝
、
ｘ
（
最
後
の
章
）
は
生
来
歴
史
趣
味
に
生
き
る
私

が
休
日
を
利
用
し
て
杖
を
ひ
い
た
史
蹟
の
雑
記
録
か
ら
成
立
っ
て
い
る
。

九
五
三
年
六
月
九
日
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こ
の
書
は
、
医
史
学
関
係
者
以
外
《

ち
も
ず
い
ぶ
ん
多
く
な
っ
た
よ
う
だ
。

医
史
学
関
係
者
以
外
か
ら
も
購
入
申
込
み
が
多
く
初
版
は
品
切
れ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
最
近
は
眼
科
史
に
関
心
を
抱
く
人
た

（
日
本
医
史
学
会
評
議
員
・
日
本
眼
科
学
会
名
誉
会
員
）
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